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特
　集

ぶ
つ
か
り
合
う

若
き
力



特
　集

宇
野
議
員
・
今
田
議
員
が
聞
く

た
け
は
ら
こ
ど
も
相
撲

Q 

稽
古
は
い
つ
さ
れ
て 

 

い
ま
す
か
。

　
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
半
か

ら
９
時
ま
で
と
、
毎
週
日
曜
日

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で
で
す
。

特
　集竹

原
の
伝
統
で
あ
る
相
撲
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

大
川
代
表
、
谷
崎
先
生
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

道
場
の
稽
古
も
取
材
し
ま
し
た
。

大川道場

大川 真弘代表

竹原高校

谷崎 大樹先生

Q 
大
川
道
場
の
歴
史
を 

 
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
川
道
場
は
、
１
９
６
０
年
に
大
川
勝
初
代

道
場
代
表
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
広
島

県
相
撲
連
盟
理
事
長
で
あ
る
大
川
真
弘
代
表
が
、

相
撲
、
柔
道
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 

現
在
の
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の 

 

人
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
、
生
徒
が
15
名
、
指
導
者
が
９
名
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
竹
原
市
内
だ
け
で
な
く
、
東

広
島
市
、
三
原
市
、
大
崎
上
島
町
、
広
島
市
か

ら
も
稽
古
に
来
て
い
ま
す
。
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Q 

い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
参
加 

 

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

　
令
和
６
年
２
月
に
東
京
両
国
国
技
館
で
あ
っ

た
白
鵬
杯
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
団
体
戦
、
個

人
戦
と
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
月
は
岡
山
県
和

気
町
で
の
大
会
、
６
月
29
日
に
は
バ
ン
ブ
ー
公

園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

に
参
加
し
ま
す
。

　
今
年
は
大
会
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
ブ
ー
お
花

見
デ
ー
や
こ
ど
も
園
で
相
撲
教
室
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
夢
を
お
聞
か
せ 

 

く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
目
標
に
向
か
っ
て
成
長
し
、

将
来
、
い
ろ
ん
な
道
に
進
ん
で
も
相
撲
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。

Q 

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え 

 

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
相
撲
の
鍛
錬
法
の
中
に
四
股
（
し
こ
）
・
腰

割
（
こ
し
わ
り
）
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
他
の

ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど

注
目
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
方
で
も
体
幹
の
強

化
、
足
腰
の
強
化
に
効
果
的
で
簡
単
に
行
え
ま

す
。

　
今
後
、
私
の
所
属
し
て
い
る
広
島
県
相
撲
連

盟
も
、
市
民
の
方
の
健
康
増
進
の
た
め
、
こ
れ

ら
を
取
り
入
れ
た
相
撲
健
康
体
操
を
普
及
・
発

信
し
て
い
く
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
内
唯
一
の
相
撲
部
で
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
竹
原
高
校
相
撲
部
も
応
援
し
て
頂
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

たけはら市議会だより第 116 号（ 3 ） 2024（令和 6 年）5 月



重層的支援に要する経費

Q： 地域まるごと支えあい体制づくり事業のかじ取り役は誰が
担うのか。また、事業の周知はどのようにするのか。

A：�まるごと相談窓口は市庁舎内に設置し、社会福祉協議会の職員を�
配置する。ホームページ、SNS、広報たけはらを通じて周知を図る。

基金管理に要する経費

Q： 将来に向けて、財政調整基金はどのくらい必要なのか。
A：�財政調整基金は、標準財政規模の15％程度は必要とされてい
るが、直近では25.1％となっている。今後、庁舎移転事業や
公共施設ゾーン再整備に当たり、一時的に一般財源が必要とな
り、起債償還が長く続くことから、基金の取り崩しが必要にな
る。将来的に少なくとも標準財政規模の15％程度、金額で12
億円程度は確保する必要があると考えている。

未来の人材育成グローバル化推進事業に要する経費

Q： 海外派遣業務委託料が増加した理由は。 
令和6年度に派遣する生徒数は。

A：�円安の進行及びコロナ禍明けの旅行需要の高まりによる旅行代金の
高騰による。派遣する生徒の数は8名で変わりない。

義務教育学校施設整備に要する経費

Q： 東野小学校を仮校舎とする工事の設計も行われると思うが、令和7年
9月の開校に向けて、スピード感をもって対応してもらいたいが。

A：�賀茂川中学校の改修工事に当たり、一時的にその機能を東野小学校へ移転�
する予定であり、必要な改修を適宜行い、中学生が適切な学校生活が送れる
ように整備したい。

文化振興に要する経費

Q： 今井政之氏顕彰施設設備検討事業の内容を教えてください。
A：�たけはら美術館の休館以降、美術品の展示機能の再構築の検討を�
続けてきたところ、今井政之先生の作品の寄付を受納した。来年度
は、顕彰施設の基本構想に着手する。今井政之先生の作品757点を
いろいろな切り口で生涯を紹介できる展示としたい。

港湾管理事務に要する経費

Q： 4月から海の駅の新しい指定管理者が業務を始めるが、提案の
あった新庄のホテルとの連携についてはどうなっているのか。

A：�事業者側においてスケジュールの遅れが生じており、ホテルの改修に
着手できていないが、既存のネットワークを活用した取組の提案は�
予定通りであり、海の駅の運営に関しては、利用者がこれまで通り利
用可能であると考えている。

　　　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて 令和6年度
当初予算可決！
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全体審査での主な質疑

　　　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて
■予算特別委員会 委員長　今田　佳男　　　副委員長　蕎麦田　俊夫　　
　予算特別委員会には議案第1号令和6年度竹原市一般会計予算および議案第2号から議案第8号
までの7件の特別会計・事業会計予算が付託され、3月1日からの4回の部ごとの詳細審査、�
3月12日に全体審査を行いました。

ふるさと納税推進事業99,965千円について
▶質 疑� ふるさと応援寄附金の令和6年度の歳入予算は2億円で企業版ふるさと応援寄附金は1千

万円です。観光振興もふるさと納税も竹原市に大変重要な業務であり、その2つをDMO
がやることによって、相乗効果があればいいと思う。今後、どのような取組で寄付額を増
額させるのか。

▶答�弁…�DMOにおいては、観光客数や観光消費額の増に向けて市内事業者と連携し、本市の�
認知度向上に取り組んでいます。DMOが事務を行うメリットは大きいと考えており、
本来業務を推進することでふるさと納税額が増えるよう、返礼品の開発と市のPRを�
しっかり取り組んでまいりたいと考えています。DMOの業務については、毎月納税額
等の実績報告を求め、関係事業者等とミーティングを行って、進捗状況を把握しながら
推進してまいりたい。（DMOとは、観光地域づくり法人のことであり、地方創生や町
おこしに必要な観光産業に深く関わる組織です。）

竹原観光まちづくり事業に要する経費66,020千円について
▶質 疑� 観光振興については、国からの財源を活用して、例年多額の予算を費やして事業をされ

ているが、市民にとってわかりにくいことが懸念材料である。新年度においては、費用
に対する効果を丁寧に説明すべきと考えるが。

▶答�弁…�財源については、国庫補助を活用して事業を進めてまいります。機構の活動、スタッフ
の顔が目に見えてこないことは言われており、しっかり事業者に出向き、随時報告しな
がら取り組んでまいりたい。令和9年度に観光客143万人、観光消費額82億円の目標を
立てており、各年度の目標を機構で整理しながら着実に達成し、地域経済が活性化する
ように取り組んでいきたい。

出会いの機会創出事業1,680千円について
▶質 疑� マッチングアプリで市民が犯罪に巻き込まれる可能性があると思われる。行政が市民 

である若者を対象に推進する施策として安全性に十分配慮し、費用対効果として設定 
される指標に向けて、利用者・有識者など関係者の意見を広く取り入れていくことが必
要と考えるが。

▶答�弁…�この事業は、昨年実施した少子化対策に係る意識調査の結果、出会いの機会を後押し�
するため、10件程度の他市の先行事例の状況確認もして提案したものです。アプリは
既に多くの方が利用されており、出会いが生まれ、結婚につながっていると聞いており
ます。事業者の選定については、インターネット型結婚相手紹介サービス業認証制度に
よる認証やマッチングアプリの安全な利用に係るセミナーを実施して、利用者が安全に
利用できる環境づくりに努めます。
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議案
番号

議案名等 議案等の概要
付

　託

委
員
会

平

　井

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

議案
第 25 号

竹 原 市 事 務 分 掌 条 例 の 
一部を改正する条例案

第 6 次総合計画の着実な推進に向けて、必要
な施策や事業を推進するとともに、多様化・複
雑化する市民ニーズや地域課題などに的確か
つ迅速に対応できる組織体制とするもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ × 原案

可決

議案
第 26 号

竹原市都市公園設置及び
管理条例の一部を改正す
る条例案

道路法施行令の一部が改正されたことを踏ま
え、市が徴収する都市公園使用料の額につい
て改定するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 27 号

竹原市地域集会所設置及
び管理条例の一部を改正
する条例案

竹原市地域集会所のうち、毛木沖集会所を 
廃止し、城山会館を追加するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 28 号

竹原市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改
正する条例案

地方自治法の一部が改正されたことを踏まえ、
育児休業を取得している会計年度任用職員に
ついて、勤勉手当を支給するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ ○ 原案

可決

議案
第 29 号

竹原市手数料条例の一部
を改正する条例案

介護予防支援事業者の指定等にかかる審査手
数料を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 30 号

竹 原 市 介 護 保 険 条 例 の 
一部を改正する条例案

竹原市介護保険事業計画に基づき、令和 6 年
度から令和 8 年度までの介護保険料を定める
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 31 号

竹原市風致地区内におけ
る建築等の規制に関する
条例の一部を改正する条
例案

建築等の許可を要しない特例の対象となる法
人の名称及び条例中における引用法律の名称
を改めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 32 号

竹 原 市 漁 港 管 理 条 例 の 
一部を改正する条例案

漁港漁場整備法の一部が改正され、法律の名
称が改められたことに伴い、条例中における
引用法律の名称を改めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 33 号

竹原市公共下水道条例の
一部を改正する条例案

下水道事業の経営健全化及び老朽化施設の更
新費用等の財源を確保し、持続可能な下水道
事業運営を行うために下水道使用料の改定等
を行うもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 34 号

竹原市指定地域密着型サ
ービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準
等を定める条例等の一部
を改正する条例案

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準等の一部が改正され、
指定地域密着型サービス等の事業の実施に係
る基準等が改められたことに伴い、必要な規
定を整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 35 号

竹原市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準の一部が改正され、施設が行う
書面掲示の義務付けや特定の記録媒体の使用
を定める規定の見直しが行われたことに伴い、
必要な規定を整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 36 号

竹原市個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正
する条例案

行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律の一部が改正さ
れ、別表第 2 が削除されたことに伴い、必要な
規定を整備するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ ○ 原案

可決

議案
第 37 号

令和 5 年度竹原市一般会
計補正予算（第 8 号） 歳入歳出それぞれ 86,495 千円を減額補正するもの 総務

文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ 欠

席 ○ ○ 原案
可決

議案
第 38 号

令和 5 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算

（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 6,730 千円を増額補正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 39 号

令和 5 年度竹原市貸付資
金特別会計補正予算（第 1
号）

歳入歳出それぞれ 1,870 千円を減額補正するもの 総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ ○ 原案

可決

議案
第 40 号

令和 5 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 19,969 千円を減額補正するもの
民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 41 号

令和 5 年度竹原市下水道
事業会計補正予算（第 2 号
）

収益的収入 7,538 千円、収益的支出 1,869 千円、
資 本 的 収 入 97,355 千 円 及 び 資 本 的 支 出
100,631 千円を減額補正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 42 号

竹原市副市長の選任につ
き議会の同意を求めるこ
とについて

新谷　昭夫　副市長は、令和 6 年 3 月 31 日を
もって任期満了につき、その後任を任命しよ
うとするもの（新谷　昭夫氏）

省略 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
長 ○ × × × 原案

同意

発議
第 6-1 号

竹原市議会委員会条例の
一部を改正する条例案

竹原市の行政組織が改正されることに伴い、
常任委員会の所管について改正後の行政組織
に応じた体制とするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

発議
第 6-2 号

竹原市議会議員政治倫理
条例の一部を改正する条
例案

地方自治法が改正されたことに伴い、議員個
人による請負の状況の透明性を確保するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議
第 6-3 号

学校の業務量に見合った
教職員の配置及び長時間
労働を抑制するため教育
職員に時間外勤務手当及
び休日勤務手当の支給を
可能とすることを求める
意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を 
提出するもの 省略 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 × ○ ○ ○ 原案
可決

発議
第 6-4 号

保育所等保育施設の職員
配置基準と処遇改善を求
める意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を 
提出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決
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議案
番号

議案名等 議案等の概要
付

　託

委
員
会

平

　井

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 1 号

令和 5 年度竹原市一般会
計予算の補正について

低所得者支援等給付金給付事業を実施するた
めに行った補正予算の専決処分について報告
するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

承認

議案
第 1 号

令和 6 年度竹原市一般会
計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 16,618,442 
千円と定めるもの

－ ○ × × × × × ○ × × 議
長 × ○ ○ ○ 修正案

否決

予算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
長 ○ × × × 原案

可決

議案
第 2 号

令和 6 年度竹原市国民健
康保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,757,095 
千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 3 号

令和 6 年度竹原市貸付資
金特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 7,388 千円と
定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 4 号

令和 6 年度竹原市港湾事
業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 67,632 千円
と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 5 号

令和 6 年度竹原市公共用
地先行取得事業特別会計
予算

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 1 千 円 と 
定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 6 号

令和 6 年度竹原市介護保
険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,380,751 
千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 7 号

令和 6 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 611,753 千円
と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 8 号

令和 6 年度竹原市下水道
事業会計予算 予算規模を 1,094,612 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 9 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 有本　圭司 委員は、令和 6 年
6 月 30 日をもって任期満了につき、その後任
委員を推薦しようとするもの（有本　圭司氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 10 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 福光　多榮子 委員は、令和 6
年 6 月 30 日をもって任期満了につき、その後
任委員を推薦しようとするもの（福光　多榮
子氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 11 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 竹本　功 委員は、令和 6 年 6
月 30 日をもって任期満了につき、その後任委
員を推薦しようとするもの（竹本　功氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 12 号

福山市と竹原市との間に
おける連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の締結
に関する協議について

福山市と竹原市との間における連携中枢都市
圏形成に係る連携協約の締結に関し、福山市
と協議することについて、議会の議決を求め
るもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ × 原案

可決

議案
第 13 号

市道路線の廃止、認定及
び変更について

道路法の規定により、市道路線を廃止、認定及
び変更することについて、議会の議決を求め
るもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ 欠

席 ○ ○ 原案
可決

議案
第 14 号

竹原市郷土産業振興館の
指定管理者の指定につい
て

竹原市郷土産業振興館の指定管理者を指定 
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ × 原案

可決

議案
第 15 号

大久野島毒ガス資料館の
指定管理者の指定につい
て

大久野島毒ガス資料館の指定管理者を指定 
するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ 欠

席 ○ × 原案
可決

議案
第 16 号

竹原市コミユニテイ集会
所の指定管理者の指定に
ついて

竹原市コミユニテイ集会所の指定管理者を 
指定するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 17 号

竹原市黒滝ホームの指定
管理者の指定について 竹原市黒滝ホームの指定管理者を指定するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 18 号

老人集会所の指定管理者
の指定について 老人集会所の指定管理者の指定について

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 19 号

竹原市ふくしの駅の指定
管理者の指定について 竹原市ふくしの駅の指定管理者を指定するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 20 号

竹原市犯罪被害者等支援
条例案

犯罪被害者等基本法に基づき、犯罪被害者等
の支援に関し、基本理念を定めるとともに支
援するための施策の基本となる事項を定める
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 21 号

竹原市空家等の適正な管
理に関する条例案

空家等に関する対策を推進するため、空家等
の適正な管理に関し必要な事項を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 22 号

竹原市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例案

県内の医療費等から推計された標準保険料率
を参考に各種税率及び税額を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 23 号

竹原市監査委員条例等の
一部を改正する条例案

地方自治法の一部が改正されたことに伴い、
条例中における引用条項の整理を行うもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ ○ 原案

可決

議案
第 24 号

竹原市隣保館設置及び管
理条例の一部を改正する
条例案

竹原市隣保館のうち、吉名隣保館を廃止する
もの

民生
都市
建設

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

●令和6年第1回定例会　議案概要・採決結果 令和6年2月20日～令和6年3月15日　○は賛成　×は反対　
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… 主 な 議 案 …

議案第14号  竹原市郷土産業振興館の指定管理者の指定について

議案第1号  令和6年度竹原市一般会計予算の修正案

議案第21号  竹原市空家等の適正な管理に関する条例案

・内　　容／ 竹原市郷土産業振興館の指定管理者を指定しようとするもの。

�・質　　疑／ 振興館の目的を達成するために、交通アクセス等の改善と収益の向上に向けての�
手段は。

・答　　弁／�確かにアクセス道路が狭い部分はあるが、現時点においては運営できている状況下
であり、海路の活用も検討している。収益については、海ブドウの安定的な供給を
はじめ、漁協さんや生産者のノウハウを最大限生かし、収益向上につなげていきた
い。

3月15日の本会議にて「議案第1号　令和6年度竹原市一般会計予算」の修正案が提出されました。

・修 正 内 容 ／ 第1条第1項中「16,618,442千円」を「16,550,742千円」に改める。

�・修正の理由／ ①�一般社団法人竹原観光まちづくり機構関連予算については、その事業計画、予
算内容、使途、人員体制、関係事業者との合意形成、費用対効果など不明瞭な
点が多く、今後の運営費についても多額の公金投入が予想されることから、こ
の関連予算を認めることは出来ない。今後、この事業を継続する場合には、住
民や関係事業者との合意形成の進捗度とDMOの必要性について、具体的な説
明を求める。

　　　　　　　②�出会いの機会創出事業については、マッチングアプリを利用した婚活を行政が
援助する事業との説明を受けたが、マッチングアプリ登録者の中には悪意のあ
る者が存在し、全国的にも事件が頻発している。よって、マッチングアプリに
100％の安全性が担保されない限り、本事業を実施すべきでない。

・内　　容／ 空家等に関する対策を推進し、誰もが安全・安心で快適に住み続けられる住環境の
保全を図ることを目的として、空家等の適正な管理に関し必要な事項を定めるもの。

�・質　　疑／ 空家の所有者に対して、どのように取り組まれるのか。

・答　　弁／�相続に向けた終活講座の開催、空家バンクの利用促進等、放置空家の発生を未然に
防ぐための取組をする。

●議案の修正ってなに？
　市長から議会に、議案（条例の制定・改廃、予算を決めることなど）の提出
があった場合、本会議及び委員会で審査し、議決を行います。
　議案の内容に対し、議員（委員）は必要に応じて議案を修正することができ
ます。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内において、修正案を添
えた「修正動議」を提出することとなります。

　市長から議会に、議案（条例の制定・改廃、予算を決めることなど）の提出

　議案の内容に対し、議員（委員）は必要に応じて議案を修正することができ
ます。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内において、修正案を添
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質
問  

デ
ジ
タ
ル
実
装
を
通
じ

て
、
本
市
が
抱
え
て
い
る
課
題

解
決
と
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
を

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

本
市
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
抑
制
の
た

め
、
「
社
会
減
の
緩
和
」
「
自

然
減
の
緩
和
」
「
賑
わ
い
と
活

力
の
創
出
」
に
向
け
、
総
合
戦

略
４
つ
の
施
策
「
仕
事
づ
く
り
」

「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
「
結

婚
・
出
産
を
希
望
す
る
人
へ
の

支
援
」
「
出
産
前
・
出
産
後
の

支
援
」
「
子
育
て
支
援
」
「
地

域
力
の
強
化
」
「
ま
ち
の
魅
力

向
上
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
ま
で
に
住
民
基

本
台
帳
、
戸
籍
、
税
、
福
祉
な

ど
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
を
進
め
ま
す
。

質
問  

若
者
が
社
会
課
題
の
解

決
に
参
画
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

若
者
会
議
の
実
現
を
提
案
し
ま

す
。
若
者
が
希
望
を
持
っ
て
将

来
展
望
が
描
け
る
環
境
整
備
を

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

地
域
課
題
の
解
決

や
魅
力
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、

様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大

変
重
要
と
捉
え
て
お
り
、
令
和

６
年
度
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
単
位
と
す
る
各
地
域
や
市
内

の
高
等
学
校
・
中
学
校
な
ど
様

々
な
場
所
へ
積
極
的
に
出
向
き
、

皆
様
か
ら
お
聞
き
し
た
意
見
を

市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

女
性
の
多
種
多
様
な
健

康
課
題
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
が
大
事
で
す
。
更
年
期

症
状
・
障
害
の
こ
と
は
ど
こ
の

施
策
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
40
代

～
60
代
女
性
４
３
７
９
人
、
70

代
以
上
は
４
８
３
４
人
（
令
和

５
年
12
月
）
い
ま
す
。
こ
の
方

た
ち
が
安
心
し
て
受
診
す
る
た

め
の
診
療
体
制
は
充
足
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　
骨
密
度
検
査
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
の
工
夫
も
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

産
婦
人
科
医
確
保

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
安
田
病
院
や
近
隣

医
療
機
関
、
県
と
連
携
し
、
市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
受
診
で

き
る
体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
上
の

特
性
を
踏
ま
え
「
女
性
の
健
康
」

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談

体
制
の
充
実
や
、
今
後
、
骨
粗

鬆
症
予
防
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の
実
施
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
の
市

民
へ
の
利
便
性
に
つ
い
て

答
弁 

市
長�

デ
ジ
タ
ル
の
実
装

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
課
題

と
魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
重
要
と
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
労

働
者
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
促
進
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
申
請
、
相
談
環
境
の
整
備
な

ど
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問  

企
業
誘
致
や
市
助
成
制

度
を
活
用
し
た
企
業
立
地
の
具

体
的
な
取
組
に
つ
い
て

答
弁 

市
長�

民
間
遊
休
地
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
へ
の
企
業
誘

致
活
動
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
誘
致
活

動
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
、
流
域
治
水
に
よ
る
対
策
と

巨
大
地
震
等
の
施
策
取
組
に
つ

い
て

答
弁 

市
長�

ポ
ン
プ
場
の
増
強

や
遊
水
池
の
浚
渫
を
実
施
し
、

各
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
建
物
倒
壊
被

害
対
策
と
し
て
、
住
家
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
へ
の
補
助
制

度
を
設
け
、
耐
震
化
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
初

動
体
制
の
再
確
認
な
ど
、
平
常

時
か
ら
の
震
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
施
策
に
つ
い
て

答
弁 

市
長�

事
業
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
有
利
な
財
源
の
活

用
と
、
自
主
財
源
と
し
て
活
用

で
き
る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
増

額
の
取
組
強
化
と
併
せ
、
受
益

者
負
担
の
観
点
か
ら
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
（
仮
称
）
賀
茂
川
学
園

基
本
設
計
に
つ
い
て

答
弁 
教
育
長�

学
年
ご
と
の
教

室
が
確
保
で
き
る
よ
う
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
遊
具
の
設
置

や
給
食
配
膳
室
の
拡
充
等
、
義

務
教
育
学
校
と
し
て
運
営
が
可

能
な
改
修
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

質
問  

設
立
準
備
委
員
会
協
議

内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て答
弁 

教
育
長�

令
和
９
年
４
月

の
開
校
に
向
け
て
、
校
舎
整
備

の
基
本
設
計
、
校
名
、
校
歌
、

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
通
学
支

援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
● 第６次竹原市総合計画後期基本計画（案）等について
● 持続可能な財政運営について
● 義務教育学校（仮称）賀茂川学園設立に向けての取組について

動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江
●竹原市デジタル田園都市について
●提案能力を持つ若者会議(協議会)設置
●女性の生涯を通じた健康支援

動 画
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質
問  

令
和
４
年
市
監
査
委
員

か
ら
市
長
に
報
告
書
が
提
出
、

監
査
の
着
眼
点
は
事
務
事
業
は

経
済
的
・
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、

法
令
に
従
っ
て
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。調
査
の
結
果
、７
４

６
件
、
適
用
事
務
数
４
３
４
件
、

要
調
査
数
３
１
２
件
で
二
社
以

上
見
積
書
な
し
、
契
約
書
な
し

２
５
７
件
、
調
査
月
別
10
月
２

６
２
件
、
12
月
２
０
２
件
、
４

月
２
８
２
件
、
監
査
報
告
を
受

け
、
副
市
長
は
関
係
部
署
に
ど

の
よ
う
に
指
示
を
さ
れ
た
の
か
。

答
弁 

市
長�

当
該
指
摘
事
項
を

通
知
、
契
約
規
則
の
遵
守
、
契

約
書
・
支
出
命
令
書
の
写
し
の

添
付
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強

化
、
適
正
な
事
務
執
行
に
努
め

る
よ
う
に
指
示
い
た
し
ま
し
た
。

質
問  

県
合
同
庁
舎
の
年
間
維

持
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

広
島
県
３
６
０
０

万
円
、
市
１
１
６
５
万
円
、
会

議
所
６
２
５
万
円
の
負
担
で
す
。

質
問  

会
議
所
の
県
支
出
金
は

０
円
。
市
は
会
議
所
に
ビ
ル
を

無
償
貸
与
、
会
議
所
は
市
民
の

大
き
い
負
担
に
よ
っ
て
運
営
、

財
政
改
革
の
足
枷
に
な
る
の
で

は
。ま
た
、市
か
ら
同
所
に
高
額

な
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
正
当
な
理
由
は
あ
る
の
か
。

答
弁 
市
長�

商
工
会
議
所
無
償

貸
与
は
創
建
ホ
ー
ム
か
ら
市
の

活
性
化
に
資
す
る
よ
う
寄
附
を

い
た
だ
き
、
そ
の
意
向
を
考
慮

し
、
無
償
貸
与
に
し
た
も
の
で

す
。
会
議
所
へ
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
へ
の

経
営
相
談
、
商
工
業
振
興
に
資

す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
の
取
組
は
、

基
金
増
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
と
の
市
長
答
弁
で
す
が
、

公
共
施
設
ゾ
ー
ン
整
備
や
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
に
よ
る
税
収

減
な
ど
、
今
後
財
政
は
一
段
と

厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
事
業
の
選
択
と
集
中
は

今
後
の
行
政
運
営
の
基
本
と
思

い
ま
す
が
、
市
民
へ
の
説
明
責

任
と
理
解
、
協
力
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
最
終
的
に
は
市
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
思
い
ま
す
が
。

答
弁 

市
長�

現
下
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
平
成
31
年
策
定

の
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

取
組
の
推
進
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
や
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
歳
入
減

少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
社

会
保
障
関
連
経
費
等
の
増
加
な

ど
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

質
問  

災
害
の
発
生
に
よ
り
上

水
道
イ
ン
フ
ラ
が
被
災
し
、
復

旧
作
業
が
長
期
化
し
た
場
合
、

生
活
用
水
の
確
保
、
生
活
排
水

処
理
が
で
き
な
く
な
り
、
ト
イ

レ
な
ど
に
深
刻
な
衛
生
問
題
が

発
生
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
工
事
に
よ
り
使

わ
な
く
な
っ
た
浄
化
槽
に
雨
水

を
貯
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
時

的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
河
川
へ

の
放
流
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
販
の
雨
水
タ
ン
ク

に
比
べ
、
よ
り
多
く
の
水
を
貯

蔵
で
き
、
不
要
に
な
っ
た
浄
化

槽
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
浄
化
槽
を
有
効
活

用
す
る
た
め
の
市
の
補
助
金
が

あ
れ
ば
、
公
共
下
水
道
の
接
続

推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
市
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

浄
化
槽
の
雨
水
貯

留
槽
へ
の
転
用
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
切
替

え
す
る
際
に
、
容
量
の
大
き
な

浄
化
槽
を
そ
の
ま
ま
廃
止
す
る

の
で
は
な
く
、
雨
水
貯
留
槽
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
先

ほ
ど
の
雨
水
タ
ン
ク
設
置
の
効

果
に
加
え
て
治
水
上
の
効
果
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
取
組
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
治
水
上
の
効
果
の
一
つ
目
と

し
て
は
、
大
雨
の
際
に
雨
水
を

貯
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
路

や
河
川
へ
の
直
接
的
な
流
出
が

抑
制
で
き
、
ピ
ー
ク
を
遅
ら
せ

る
効
果
が
あ
り
、
整
備
戸
数
に

よ
っ
て
は
浸
水
被
害
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
は
、
地
域
住

民
も
含
め
て
浸
水
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
浸
水
対
策

に
係
る
意
識
啓
発
の
効
果
が
期

待
で
き
、
地
域
の
方
々
の
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
浄
化
槽
の
雨
水
貯

留
槽
へ
の
転
用
は
、
現
在
国
、

県
及
び
本
市
が
進
め
て
い
る
流

域
治
水
の
観
点
に
も
合
致
し
て

お
り
、
県
の
本
川
浸
水
対
策
重

点
地
域
緊
急
事
業
、
本
市
の
ハ

ー
ド
対
策
と
併
せ
て
取
り
組
む

こ
と
は
非
常
に
効
果
が
大
き
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
使
用
水

量
の
節
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も

含
め
て
、
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
雨
水
貯
留
槽
へ
の
転
用
に
伴

う
各
種
費
用
負
担
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
雨
水
タ
ン
ク

同
様
に
対
象
地
域
や
特
定
財
源

の
活
用
策
等
、
今
後
調
査
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●行政監査報告の取組について●商工会議所問題について
●財政健全化計画について
●財政問題について ●観光振興について

動 画

高
たかしげ

重　洋
ようすけ

介 ●防災全般について
動 画
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質
問  

令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
か
ら
考
え
る
本
市
の
防
災
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

こ
の
度
の
能
登
半

島
地
震
に
お
い
て
は
、
建
物
倒

壊
や
地
盤
の
液
状
化
、
ま
た
火

災
に
加
え
て
幹
線
道
路
が
寸
断

し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
災
地
へ

の
救
助
、
救
援
や
支
援
物
資
の

輸
送
が
困
難
と
な
る
等
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
等
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る

中
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

防
災
体
制
の
一
層
の
強
化
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
災
害
は
大
雨
災

害
と
違
い
、
災
害
発
生
前
に
避

難
す
る
時
間
的
余
裕
、
い
わ
ゆ

る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
な
く
、
い

つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
を

予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
等
の
被
害
の
想
定
を
踏
ま
え

て
、
消
防
や
警
察
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

や
初
動
体
制
の
再
確
認
等
、
万

全
の
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う

備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

「
竹
原
市
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
、

「
竹
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

貸
与
は
創
建
ホ
ー
ム
か
ら
市
の

活
性
化
に
資
す
る
よ
う
寄
附
を

い
た
だ
き
、
そ
の
意
向
を
考
慮

し
、
無
償
貸
与
に
し
た
も
の
で

す
。
会
議
所
へ
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
へ
の

経
営
相
談
、
商
工
業
振
興
に
資

す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
の
取
組
は
、

基
金
増
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
と
の
市
長
答
弁
で
す
が
、

公
共
施
設
ゾ
ー
ン
整
備
や
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
に
よ
る
税
収

減
な
ど
、
今
後
財
政
は
一
段
と

厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
事
業
の
選
択
と
集
中
は

今
後
の
行
政
運
営
の
基
本
と
思

い
ま
す
が
、
市
民
へ
の
説
明
責

任
と
理
解
、
協
力
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
最
終
的
に
は
市
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
思
い
ま
す
が
。

答
弁 

市
長�

現
下
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
平
成
31
年
策
定

の
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

取
組
の
推
進
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
や
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
歳
入
減

少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
社

会
保
障
関
連
経
費
等
の
増
加
な

ど
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

び
「
第
６
次
竹
原
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

「
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
」
に
お
け
る
取
組
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
重
点
的

に
取
り
組
む
施
策
を
「
竹
原
市

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
総
合
戦
略
」

に
位
置
付
け
、
デ
ジ
タ
ル
の
力

を
活
用
し
た
地
方
創
生
の
取
組

に
よ
り
、
「
総
合
計
画
」
と
一

体
的
か
つ
積
極
的
に
持
続
可
能

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

か
ら
見
え
て
き
た
３
つ
の
課
題

で
あ
る
「
社
会
減
の
緩
和
」
、

「
自
然
減
の
緩
和
」
、
「
賑
わ

い
と
活
力
の
創
出
」
の
解
決
に

向
け
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
施
策
の

方
向
性
を
「
仕
事
づ
く
り
」
、

「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
、
「

結
婚
・
出
産
を
希
望
す
る
人
へ

の
支
援
」
、
「
出
産
前
・
出
産

後
の
支
援
」
、
「
子
育
て
支
援

」
、
「
地
域
の
強
化
」
、
「
ま

ち
の
魅
力
の
向
上
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
重
要
業
績

評
価
指
標
を
設
定
し
、
目
標
の

達
成
を
目
指
し
て
、
施
策
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

質
問  

今
年
１
月
12
日
、
本
郷

産
廃
場
か
ら
調
整
池
に
入
る
水

路
の
マ
ス
枠
の
水
に
泡
が
出
て

い
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
枠
等
は

排
水
を
ろ
過
す
る
役
割
で
す
か
。

産
廃
場
が
で
き
て
、
沢
の
水
が

飲
め
な
く
な
っ
た
原
因
は
ど
こ

に
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 
市
長�

広
島
県
は
、
マ
ス

枠
な
ど
産
廃
施
設
は
事
業
活
動

に
係
る
情
報
で
あ
り
、
詳
細
は

答
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
設
置

で
浸
透
水
の
水
質
検
査
の
結
果

に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
こ

れ
ま
で
３
回
実
施
し
、
い
ず
れ

の
項
目
も
管
理
基
準
等
に
適
合

と
県
議
会
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

質
問  

な
ぜ
、
泡
の
分
析
を
し

な
い
で
影
響
は
な
い
と
断
言
で

き
る
の
で
す
か
。

答
弁 

市
長�

こ
の
検
査
主
体
は

広
島
県
で
す
。
結
果
の
み
を
聞

い
て
い
ま
す
。

質
問  

安
定
型
産
廃
場
の
排
出

水
が
変
質
・
悪
化
し
な
い
と
い

う
約
束
は
実
行
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
地
方
自
治
法
で
の
市
の
仕

事
は
住
民
福
祉
の
増
進
と
定
め
、

企
業
の
利
益
を
守
る
と
は
明
記

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、

水
源
汚
染
防
止
の
有
効
な
手
段

は
水
道
水
源
保
護
条
例
の
制
定

で
す
。

　
治
水
上
の
効
果
の
一
つ
目
と

し
て
は
、
大
雨
の
際
に
雨
水
を

貯
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
路

や
河
川
へ
の
直
接
的
な
流
出
が

抑
制
で
き
、
ピ
ー
ク
を
遅
ら
せ

る
効
果
が
あ
り
、
整
備
戸
数
に

よ
っ
て
は
浸
水
被
害
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
は
、
地
域
住

民
も
含
め
て
浸
水
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
浸
水
対
策

に
係
る
意
識
啓
発
の
効
果
が
期

待
で
き
、
地
域
の
方
々
の
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
浄
化
槽
の
雨
水
貯

留
槽
へ
の
転
用
は
、
現
在
国
、

県
及
び
本
市
が
進
め
て
い
る
流

域
治
水
の
観
点
に
も
合
致
し
て

お
り
、
県
の
本
川
浸
水
対
策
重

点
地
域
緊
急
事
業
、
本
市
の
ハ

ー
ド
対
策
と
併
せ
て
取
り
組
む

こ
と
は
非
常
に
効
果
が
大
き
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
使
用
水

量
の
節
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も

含
め
て
、
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
雨
水
貯
留
槽
へ
の
転
用
に
伴

う
各
種
費
用
負
担
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
雨
水
タ
ン
ク

同
様
に
対
象
地
域
や
特
定
財
源

の
活
用
策
等
、
今
後
調
査
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁 

市
長�

本
市
は
、
上
位
法

の
下
に
各
権
限
者
が
適
切
な
管

理
を
進
め
て
環
境
保
全
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

質
問  

中
央
公
園
施
設
は
老
朽

化
が
激
し
く
、
樹
木
は
老
木
・

大
木
が
多
く
、
外
か
ら
公
園
内

が
見
通
せ
な
い
閉
鎖
的
な
空
間

で
す
。
こ
れ
で
は
住
民
が
安
心

・
安
全
・
気
軽
に
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

答
弁 

市
長�

中
央
公
園
の
整
備

は
平
成
25
年
度
に
老
朽
化
し
た

遊
具
を
撤
去
し
、
複
合
遊
具
や

健
康
遊
具
を
整
備
、
定
期
的
に

樹
木
の
伐
採
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
安
心
で
き
る
公
園

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問  
市
営
墓
地
進
入
路
は
道

幅
が
狭
く
、
車
の
離
合
で
自
宅

の
駐
車
場
が
使
わ
れ
な
い
よ
う

に
警
告
ポ
ー
ル
を
設
置
。
以
前
、

車
が
道
路
か
ら
落
ち
て
危
険
で

す
と
住
民
は
市
道
の
路
幅
を
求

め
て
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

市
道
の
拡
幅
は
、

道
路
と
並
走
す
る
河
川
の
改
修

が
必
要
で
あ
り
、
多
額
の
事
業

費
を
要
し
ま
す
。
当
面
、
墓
地

内
道
路
工
事
完
成
後
の
通
行
状

況
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
財
源

確
保
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行

い
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ

● 本郷産廃場の水源汚染問題について
● 竹原市中央公園等の適正な管理について
● 市営我元行墓地の進入路整備について

動 画

山
やまもと

元　経
つ ね お

穂
●令和６年能登半島地震から考える本市の防災について
●「 竹原市デジタル田園都市国家構想総合戦略」、「竹原市人口ビジョン」 

及び「第６次竹原市総合計画後期基本計画」について
動 画
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１月２６日　議会運営委員会
１月２９日　広島県水道広域企業団議会定例会
２月　２日　広島県東部ブロック議員研修会
２月　６日　大阪府貝塚市議会来庁
２月　９日　市議会議員共済会代議員会
２月１３日　 広島県後期高齢者医療広域連合 

議会定例会
２月１４日　議会運営委員会
２月１５日　愛媛県大洲市議会来庁
２月２０日　本会議
　　　　　　予算特別委員会
２月２１日　総務文教委員会
２月２２日　民生都市建設委員会
２月２６日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
２月２７日　本会議
２月２８日　本会議

２月２９日　本会議
３月　１日　予算特別委員会
３月　４日　予算特別委員会
　　　　　　議員研修（応急手当講座）
３月　５日　予算特別委員会
３月　６日　予算特別委員会
３月１２日　予算特別委員会
３月１５日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　議員研修（ハラスメント研修）
３月１６日　中央環境衛生組合全員協議会
３月２８日　中央環境衛生組合定例会
４月１７日　広島県市議会議長会定例会
４月１９日　総務文教委員会
４月２３日　中国市議会議長会定期総会
　～２４日

議 会 の う ご き

この間、広報広聴委員会は２回行いました（2/20，4/11）。

質
問  

政
府
の
財
源
に
限
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
財
政
法
４
条
は

単
な
る
財
政
規
律
で
あ
り
、
Ｐ

Ｂ
も
閣
議
決
定
の
み
で
、
憲
法

第
13
条
よ
り
も
優
先
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
以
上
、
税
負
担
を
増
や

し
、
国
民
生
活
を
窮
乏
さ
せ
る

こ
と
は
憲
法
違
反
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

市
長�
国
の
財
政
運
営
に

対
す
る
憲
法
判
断
に
つ
き
ま
し

て
は
、
あ
く
ま
で
国
に
お
い
て
、

整
理
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
財
政
は
厳
し
い

が
、
政
府
は
自
由
に
国
債
を
発

行
で
き
る
。
地
方
自
治
体
は
地

方
交
付
税
頼
み
と
な
っ
て
お
り
、

い
わ
ば
、
政
府
に
財
政
を
握
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
住
民
の
生
活
は
限
界
に

来
て
い
ま
す
。

　
将
来
世
代
に
夢
や
希
望
を
与

え
る
た
め
に
も
、
国
や
県
へ
の

積
極
的
な
要
望
は
ど
の
よ
う
な

項
目
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

様
々
な
制
度
・
施

策
等
に
つ
い
て
、
全
国
市
長
会

等
を
通
じ
、
機
会
を
捉
え
て
要

望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
「
日
本
国
債
が
破
綻
す
る
」

な
ど
と
い
う
デ
マ
は
、
将
来
世

代
に
不
安
を
あ
お
る
原
因
と
な

り
、
高
齢
者
へ
の
「
い
た
わ
り
」

の
気
持
ち
が
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
正
し
い
理
解
を
得
る
た

め
に
、
市
民
講
座
等
を
開
い
て
、

将
来
世
代
が
不
安
を
持
た
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

国
の
将
来
展
望
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
責
任
に

お
き
ま
し
て
国
民
一
人
一
人
に

適
切
に
周
知
を
図
り
、
不
安
を

抱
か
せ
な
い
施
策
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
市
の
事
務
事

業
な
ど
に
結
び
つ
く
よ
う
な
も

の
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
周
知
、

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
も
の

は
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

１
月
１
日
に
発
災
し
た

令
和
６
年
の
能
登
大
地
震
を
み

て
も
、
地
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

特
に
道
路
（
市
道
）
、
基
盤
整

備
な
ど
、
平
時
か
ら
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁 

市
長�

地
域
や
自
治
会
か

ら
の
要
望
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

平
ひ ら い

井　明
あきみち

道 ●政府の財政問題と地方財政について
動 画
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議員研修会を開催
　
心
肺
蘇
生
に
つ
い
て
、
練
習
用
の

マ
ネ
キ
ン
を
使
用
し
、
救
命
処
置
の

手
技
を
学
び
ま
し
た
。
最
近
は
空
港

や
駅
、
公
共
施
設
な
ど
、
様
々
な
場

所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
自
分
の
職
場
や
通
勤
途
中
な
ど
、

ど
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
の
か
皆
さ
ん

は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
い
ざ
と
い
う

時
、
素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
確
認
し
、
日

頃
の
意
識
と
訓
練
が
必
要
だ
と
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
ラ
イ
ブ
１
１
９
と
い

う
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
１
１
９
番
通
報
し
た
際
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
現
場
を
撮
影
し
、

司
令
員
へ
映
像
を
送
信
で
き
る
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
急
な
救
命
処
置

の
現
場
で
も
司
令
員
が
指
示
を
出
し
、

適
切
な
処
置
の
方
法
を
案
内
し
て
く

れ
ま
す
。
心
停
止
が
起
こ
っ
た
人
の

治
療
は
１
分
１
秒
が
大
切
で
あ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
何
か
一
つ
」

で
も
行
動
に
移
す
こ
と
で
救
命
リ
レ

ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
教
わ
っ

た
研
修
で
し
た
。

　
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
議
員

は
、
市
民
よ
り
高
い
倫
理
観
と
自
覚

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
話
が
講
義

の
始
ま
り
で
し
た
。

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
首
長
や

議
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ

が
日
常
的
に
報
道
さ
れ
、
謝
罪
や
辞

職
報
道
も
多
く
あ
り
ま
す
。
で
は
、

議
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
で
し
ょ
う
か
。

　
議
場
等
で
個
人
情
報
を
さ
ら
す
こ

と
や
公
人
の
立
場
で
個
人
を
否
定
す

る
こ
と
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す

る
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　
「
昔
は
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
今

は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
講
師
の
言

葉
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
議
員
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
な
い
の
は
大
前

提
で
あ
り
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や

る
と
い
う
基
本
を
教
わ
っ
た
研
修
で

し
た
。

応
急
手
当
講
習
　
　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
　
　
　

し
た
。

▲講師：  人権擁護委員 
 金口  浩二 さん

▲ 講習の様子（東広島市 
消防公式インスタグラム）

▲ ライブ119 について

記事：村上　まゆ子
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くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

▲竹原高校相撲部のみなさん

　
今
回
の
特
集
は
「
こ
ど
も
相

撲
」
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
の
写

真
を
多
く
掲
載
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

　
４
月
に
福
山
市
、
三
次
市
で

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
地
で
地
方
議
員
の
な

り
手
不
足
が
言
わ
れ
る
中
、
福

山
市
で
は
定
員
数
38
に
対
し
て

候
補
者
56
名
、
三
次
市
で
は
定

員
数
22
に
対
し
て
候
補
者
23
名

で
し
た
。
ど
ち
ら
も
激
し
い
選

挙
戦
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
竹
原
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
で
は
「
議
員
は
、
自
ら
研

鑽
を
積
み
、
資
質
を
高
め
、
品

位
を
保
ち
、
そ
の
使
命
達
成
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
に
な

っ
て
３
回
議
員
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
内
容
は
「
予
算
・

決
算
の
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
」�

「
応
急
手
当
講
習
」
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
研
修
」
で
す
。
今
後
も

研
修
な
ど
で
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。今田　

佳
男

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
村
上
ま
ゆ
子

　○
平
井

　明
道

　
　蕎
麦
田
俊
夫

　
　今
田

　佳
男

　
　堀
越

　賢
二

　
　宇
野

　武
則

編
集
後
記

た
け
は
ら
こ
ど
も
相
撲

《
特
集
後
記
》

　
日
曜
日
の
朝
、
道
場
で
稽
古
に
励

む
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
卒
業
生
の
中
に
は
大
学
時
代
に
日

本
一
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
取
材

に
行
っ
た
と
き
も
、
高
校
、
大
学
、

社
会
人
で
活
躍
し
て
い
る
道
場
の
先

輩
方
が
市
外
か
ら
も
多
数
参
加
さ
れ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
丁
寧
に
指
導
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
、
高
校
生

が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
迫
力
の
あ

る
稽
古
も
あ
り
、
大
川
道
場
の
素
晴

ら
し
い
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
原
高
校
の
相
撲
部
は
、

先
日
３
月
16
～
17
日
に
高
知
県
高
知

市
で
行
わ
れ
た
令
和
５
年
度
全
国
高

等
学
校
相
撲
選
抜
大
会
に
お
い
て
、

団
体
戦
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
、

個
人
１
０
０㎏
級
で
１
年
生
が
ベ
ス

ト
16
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
相
撲
は
日
本
の
国
技
で
あ
り
、
特

に
竹
原
、
安
芸
津
、
因
島
は
相
撲
が

盛
ん
な
地
域
と
し
て
の
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
競
技
人
口
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
財
産
を
次
世
代
に
継

承
す
る
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
を
こ

れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

宇
野　
武
則

特  集
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